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二
八

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
よ
る
技
能
実
習
を
監
理

す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め

る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項

の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
五

二

二
九
三
〇

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
基
づ
き
監
理
団
体
を
定

め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二

号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の

表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表

の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
五

二

三
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
六

四

三
二

不
動
産
登
記
規
則
第
三
十
六

条
第
一
項
第
二
号
等
の
規
定

に
基
づ
き
登
記
所
を
指
定
す

る
件

二
七

三

三
三

不
動
産
登
記
法
附
則
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
記

手
続
の
指
定
に
関
す
る
件

二
七
20

四
二

三
四

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
基
づ
き
監
理
団
体
を
定

め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二

号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の

表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表

の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め

る
件

三
一

四

三
五

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
基
づ
き
監
理
団
体
を
定

め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二

号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の

表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表

の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一

四

三
六

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
よ
る
技
能
実
習
を
監
理

す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め

る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項

の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
一

四

〇
公
安
審
査
委
員
会

一

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を

行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す

る
法
律
所
定
の
無
差
別
大
量

殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の

規
制
処
分
の
請
求
に
関
し
、

公
安
調
査
庁
長
官
が
行
っ
た

更
新
請
求
に
対
す
る
同
法
第

二
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条

第
一
項
の
決
定
の
件

三
〇
22

一

〇
外

務

省

一

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お

け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国

政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ

ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の
間
の

協
定
の
効
力
発
生
に
関
す
る

件

一
〇
5

四
〇

二

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お

け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国

政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ

ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の
間
の

協
定
に
つ
い
て
の
合
意
さ
れ

た
議
事
録
の
署
名
に
関
す
る

件

一
〇
5

四
〇

三

食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
ト
ー
ゴ
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件

一
六

二

四

貧
困
農
民
支
援
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ハ
イ
チ
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

一
六

二

五

食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

一
六

二

六

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
に
お
け
る
「
警
察

能
力
強
化
計
画
」
の
た
め
の

贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件

一
六

二

七

返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効

と
す
る
件

一
八

四

八

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件

二
三

二

九

食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件

二
三

三

一
〇

紛
失
の
届
出
に
よ
り
失
効
し

た
旅
券
の
告
示

二
三
14

一

一
一

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
に
お
け
る
中
央
高

地
三
県
に
お
け
る
学
校
建
設

計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
国
際
連
合

児
童
基
金
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

二
四

三

一
二

ゴ
ー
ル
県
病
院
改
修
計
画
の

た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件

二
四

三

œ
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